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病　院　理　念
私たちは誠意と思いやりを持ち、

ʻ 最幸の医療 ʼ を提供します。

基　本　方　針
1.　患者中心で安全最優先の医療を実践します。
2.　医療の質の絶え間ない向上と人間性

豊かな医療人の育成に努めます。
3.　地域から信頼され、職員が誇りを持ち、

幸せに働ける病院を目指します。
4.　地域とともに支え合い、高め合う医療連携を図ります。
5.　働く人々、地域に暮らす人々の

健康増進に貢献します。

当該病棟：南4病棟（南棟4階・56床）

入院の対象となる方
①整形外科の治療を受けられる方
②他病棟で急性期の治療を終えたが、もうしばらく加療が必要な方
③回復期リハビリ病棟の対象ではないが、在宅復帰に向けてリハビリが必要な方
④在宅での生活・療養準備が必要な方
⑤上記以外で、地域包括ケア病棟での治療に適した方

患者さま・ご家族へのお願い
当病棟の入院期間は最長60日です。入院診療計画書に基づき、医師・看護師・理学療法士・作業療法士・薬剤師
・管理栄養士・医療ソーシャルワーカーが患者さま、ご家族と協働し、在宅・生活復帰を支援します。入院診療計
画書に記載された退院時期に合わせて、退院へ向けたご準備ご協力をお願いします。ご心配事やご不安な点があり
ましたら、病棟スタッフにご相談ください。

「地域包括ケア病棟」の運用開始について
７月から「地域包括ケア病棟」の運用を開始しました。「地域包括ケア病棟」は急性期医療から在宅療養までをつ
なぐ、今日の医療ニーズに適した幅広い役割を担う病棟です。

病院からのお知らせ病院からのお知らせ
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月 火 水 木 金
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内 　 科

奥野 石木 石木 石木 𠮷田（智） 岡﨑（恭） 石木 和田 石木 岡本
岡本 𠮷田（智） 岡本 奥野 𠮷田（智）
今田 血液内科 岡本 糖尿病 今田 腎臓病 箱田 小池 箱田 小池

岡﨑（恭） 井原 箱田 箱田 岡﨑（恭） 奥野 小池 13:30〜15:00 楠本（隔週） 13:30〜15:00
13:30〜15:30 13:30〜15:00 13:30〜15:00 腎臓病 肝臓病

漢方 岡本
リウマチ リウマチ 糖尿病 循環器内科 和田 糖尿病特定看護師 13:30〜15:00
膠原病 膠原病 小原 吉田（雅） 13:30〜15:00 岡﨑（眞） 禁煙
藤田 藤田 13:30〜15:00 9:00〜11:00 循環器内科 今田

9:00〜12:00 13:30〜15:00 吉田（雅） 12:30〜13:00
予防接種 内分泌 糖尿病特定看護師 13:30〜13:45 予防接種
担当医 糖尿病特定看護師 糖尿病特定看護師 岡﨑（恭） 岡﨑（眞） 予防接種 担当医

14:00〜15:45 岡﨑（眞） 岡﨑（眞） 13:30～14:45 担当医 14:00〜15:45
13:30～14:45 14:00〜15:45

消化器内科

石木 ー 沖本 ー 石木 ー 今田 ー 岡本 ー
榮 石原 箱田 沖本 小池

楠本 武 岡田 楠本（隔週）
今田 福田 大林 水野（隔週）

〜10:30 武（隔週）

外 　 科

浜田 ー 森木 ストーマ・肛門 渡邉 ー 浜田 ー 森木 ー
沖本 担当医 浜田 渡邉

9:00〜10:30 13:30〜15:00 担当医
心臓血管外科 9:00〜10:30

衛藤
9:00〜11:30

乳腺外科 椎木 椎木 藤井 椎木 藤井 ー 藤井 藤井 椎木 椎木

整形外科

内田 予約再診 井谷 予約再診 加藤 予約再診 内田 予約再診 髙原 予約再診
檀浦 担当医 辻村 担当医 越智 担当医 辻村 担当医 井谷 担当医
井谷 加藤 中村 中村
越智 スポーツ整形 12:00〜15:00 岩﨑 リウマチ スポーツ整形 岩﨑

髙原 スポーツ整形（肩肘） 髙原 檀浦
13:30〜16:00 加藤 肩肘関節 13:30〜15:00 14:00〜15:30 鉄永

12:00〜15:00 加藤 第2週
16:00〜18:30

※最新情報はホームページをご参照ください。（ホームページ　www.nkfh.or.jp）　　　　　　
※各診療日の担当医師は学会出張や異動などにより、変更させていただく場合がありますので、ご了承ください。

日本鋼管福山病院  外来診療表
診療受付時間 総合案内 084-945-3106

予約専用 084-945-4198
は専門外来（予約制）

午前 8:30 〜11:30（整形外科 10:30 まで）　
午後 13:00 〜15:00（歯科・小児歯科 16:30 まで）

（平成30年10月1日現在）
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日本鋼管福山病院  外来診療表
診療受付時間 総合案内 084-945-3106

予約専用 084-945-4198
は専門外来（予約制）

午前 8:30 〜11:30（整形外科 10:30 まで）　
午後 13:00 〜15:00（歯科・小児歯科 16:30 まで）

（平成30年10月1日現在）

月 火 水 木 金
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

小 児 科

藤井 占部 占部 藤井 藤井 藤井 藤井 占部 占部
占部 占部 占部 浦田

アレルギー 神経 神経 乳児検診 アレルギー 神経 乳児検診
藤井 村上 大守 予防接種 藤井 村上 予防接種

14:00〜16:30 9:30〜13:30 14:00〜15:00 9:15〜11:30 14:00〜15:00
第1・2・3週

心臓 心臓
大月 （学校健診）

16:00〜17:00 馬場
10:00〜10:30

形成外科

初・再診 初・再診
皮膚レーザー 皮膚レーザー 皮膚レーザー 皮膚レーザー 皮膚レーザー 皮膚レーザー 皮膚レーザー

ー 浜田 担当医 担当医 ー 浜田 担当医 担当医 ー 浜田
13:30〜16:45 9:00〜12:00 13:30〜16:45 13:30〜16:45 9:00〜12:00 13:30〜16:45 13:30〜16:45

泌尿器科 荒木 荒木 ー ー ー ー 渡部 渡部 ー 担当医

眼 　 科 塚本
9:00〜11:00 ー 塚本 ー 塚本

9:00〜11:00 ー 塚本 ー 塚本 ー

耳鼻咽喉科 ー ー ー ー 堀内 堀内 ー ー 担当医
9:30〜12:00 ー

皮 膚 科 ー ー 担当医 ー ー ー ー ー 担当医 ー

歯　 科 永原 永原 永原 永原 永原 永原 永原 永原 永原 永原

小児歯科 髙橋 髙橋 髙橋 髙橋 髙橋 髙橋 髙橋 髙橋 髙橋 髙橋

※最新情報はホームページをご参照ください。（ホームページ　www.nkfh.or.jp）　　　　　　
※各診療日の担当医師は学会出張や異動などにより、変更させていただく場合がありますので、ご了承ください。
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ン
だ
け
で
な
く
、
他
の
ワ
ク
チ
ン
で
も

同
じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。

　　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
注
意
事
項
と
し

て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
後
、
30
分  

   

間
は
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
等
の
重
篤

　
な
副
反
応
、
失
神
に
注
意
す
る
必
要

　
が
あ
り
ま
す
。

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
当
日
の
入
浴
は
接
種

　
後
１
時
間
を
経
過
す
れ
ば
差
し
支
え

　
あ
り
ま
せ
ん
。

③
ワ
ク
チ
ン
接
種
当
日
は
い
つ
も
通
り

　
の
生
活
で
構
い
ま
せ
ん
が
、
水
泳
・

　
マ
ラ
ソ
ン
等
の
激
し
い
運
動
は
避
け

　
ま
し
ょ
う
。

　　

以
前
は
接
種
後
に
接
種
部
位
を
揉
ん

で
い
ま
し
た
が
、
免
疫
獲
得
へ
の
影
響

に
差
が
な
い
こ
と
、
強
く
揉
む
と
皮
下

出
血
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
近
年
は

あ
ま
り
推
奨
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
軽
く

圧
迫
す
る
程
度
に
と
ど
め
て
お
け
ば
よ

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
に
は
、
法
律
に
基
づ
い
て

市
区
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る

「
定
期
接
種
」
と
、
希
望
者
が
各
自
で

受
け
る
「
任
意
接
種
」
が
あ
り
ま
す
。

定
期
接
種
の
費
用
は
公
費
で
す
が
（
一

部
で
自
己
負
担
あ
り
）、
任
意
接
種
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
市
区
町
村
が

実
施
す
る
予
防
接
種
の
種
類
や
補
助
内

容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
区
町
村
な

ど
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
左
表
の

と
お
り
、
当
院
で
接
種
可
能
な
ワ
ク
チ

ン
の
種
類
と
ワ
ク
チ
ン
名
、
予
防
で
き

る
感
染
症
を
挙
げ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
２
０
１
８
年
３
月
、
麻ま

疹し
ん(

は
し
か)

の
感
染
者
が
沖
縄
県
で
確
認
さ
れ
、
そ

れ
以
降
、
愛
知
県
や
福
岡
県
で
も
麻
疹

の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
麻
疹

は
感
染
力
が
非
常
に
強
い
た
め
、
免
疫

が
な
い
と
感
染
す
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
こ
の
時
に
麻
疹
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
推
奨
さ
れ
た
た
め
、
麻
疹
ワ
ク

チ
ン
が
不
足
し
、
接
種
で
き
な
い
人
が

多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　
通
常
は
麻
疹
へ
の
感
染
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
免
疫
を
獲
得
す
る
の
で
、
感

染
し
た
こ
と
が
無
い
人
や
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
て
い
な
い
人
は
免
疫
が
あ
り

ま
せ
ん
。
免
疫
効
果
は
１
０
０
％
で
は

な
く
、
ま
た
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
も

免
疫
を
獲
得
で
き
な
い
方
も
い
る
の
で
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
そ
の
疾
患
に
か
か

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
方

は
麻
疹
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
れ
ば
、
麻

疹
の
感
染
や
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
と
て
も

重
要
で
す
。
こ
の
こ
と
は
麻
疹
ワ
ク
チ

　
強
い
感
染
力
の
麻
疹

シリーズ●薬の豆知識 46

予防接種について

〜薬剤科〜

　
定
期
接
種
と
任
意
接
種

　
ワ
ク
チ
ン
全
般
の
接
種
後
の
注
意
事
項

当院で接種可能なワクチン一覧

4 丘の上の風だより　第64号

種類 ワクチン名 予防できる感染症

任 

意 

接 

種

ロタウイルスワクチン 感染性胃腸炎 ( ロタウイルス )
おたふくかぜワクチン おたふくかぜ ( 流行性耳下腺炎 )
インフルエンザワクチン インフルエンザ
Ａ型肝炎ワクチン Ａ型肝炎
髄膜炎菌ワクチン 髄膜炎菌感染症

定
　
期
　
接
　
種

Ｂ型肝炎ワクチン Ｂ型肝炎
４種混合ワクチン ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオ
ＢＣＣワクチン 結核
ＭＲ（麻疹、風疹混合）ワクチン 麻疹、風疹
水痘（みずぼうそう）ワクチン 水痘
日本脳炎ワクチン 日本脳炎
成人用肺炎球菌ワクチン（高齢者が対象） 成人の肺炎球菌感染症



　　
生
活
習
慣
病
と
は
「
食
生
活
や
運
動
習
慣
・
喫

煙
・
飲
酒
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
活
習
慣
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
」
の
こ
と
で
す
。
日
本

人
の
３
大
死
因
で
あ
る
、
が
ん
・
脳
血
管
疾
患
・

心
疾
患
、
更
に
脳
血
管
疾
患
や
心
疾
患
の
危
険
因

子
と
な
る
動
脈
硬
化
症
・
糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・

脂
質
異
常
症
な
ど
は
い
ず
れ
も
生
活
習
慣
病
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
「
成
人
病
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
成
人
に
限
ら
ず
発
症
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
１
９
９
６
年
に
「
生

活
習
慣
病
」
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　　
遺
伝
的
要
因
も
あ
り
ま
す
が
、
暴
飲
暴
食
・
喫

煙
・
運
動
不
足
・
肥
満
な
ど
が
大
き
く
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な
生
活
に
心
当
た

り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
た
背
景
に
は
、
現
代
の

豊
か
な
生
活
が
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
Ｑ
２
で
説
明
し
た
よ
う
な
生
活
習
慣
が
長
年
続

く
と
、
左
項
の�

表
に
示
し
た
よ
う
な
病
気
が
発
症

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

Ｑ2 Ａ2　

生
活
習
慣
病
の
原
因
は

何
で
す
か
？

Ｑ1 Ａ１　

生
活
習
慣
病
は

ど
ん
な
病
気
で
す
か
？

Ｑ3 Ａ3　

生
活
習
慣
病
を
放
置
す
る
と

ど
う
な
る
の
？

生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

健
康
管
理
科

生活習慣病は
ドミノ倒しのように
発症します

遺伝・
体
質

大血管
 障害

動脈硬化

糖質・脂質
 代謝悪化

糖尿病

細小血管
   障害眼底

出血

内臓脂肪
増加

脂肪肝

腎症 網膜症 神経症

透
析

失
明

脳
卒
中

認
知
症

心
不
全

下
肢
切
断

起
立
性

     

低
血
圧

        

Ｅ
Ｄ

 糖質・脂質
代謝機能低下

高血糖 高血圧 高脂血症

透
析

脳血流
 障害

狭心症 心筋梗塞
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例
え
ば
、
高
血
圧
症
・
脂
質
異
常
症
・
糖
尿
病

は
、
初
期
の
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
知
ら
な
い
間
に
血
管
が
強

い
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
、

命
に
関
わ
る
大
き
な
病
気
を
発
症
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
生
活
習
慣
が
主
な
原
因
と

な
る
た
め
、
多
く
は
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

早
い
段
階
か
ら
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
予
防
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　
今
日
か
ら
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。

◆
食
生
活
編

・
腹
８
分
の
食
事
量
に
す
る

・
野
菜
な
ど
の
食
物
繊
維
か
ら
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛

　

ん
で
食
べ
る

・
ダ
シ
の
旨
み
や
酸
味
を
使
い
、
薄
味
に
す
る

・
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。
休
肝
日
を
つ
く
る

・
食
べ
て
す
ぐ
寝
な
い

・
間
食
を
控
え
る

◆
運
動
編

・
こ
ま
め
に
動
く

・
近
場
の
用
事
は
な
る
べ
く
歩
く

・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
で
は
な
く
階
段
を
使
う

・
駐
車
場
は
少
し
遠
く
に
車
を
停
め
る

◆
喫
煙
編

・
思
い
切
っ
て
や
め
る

・
禁
煙
外
来
を
受
診
す
る

　　　
ど
れ
も
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
内
容
だ

と
思
い
ま
す
が
、
今
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
見
直

し
て
い
く
か
が
5
年
後
10
年
後
、
さ
ら
に
そ
の
先

の
健
康
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
、
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
健

康
診
断
結
果
を
あ
な
た
の
「
体
の
通
信
簿
」
と
し

て
生
活
習
慣
の
見
直
し
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ4 Ａ4　

生
活
習
慣
の
見
直
し
が
大
切

な
の
は
分
か
っ
た
け
ど
、
ど

う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？
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運動習慣 肥満症・糖尿病・脂質異常症・高血圧症など

食習慣
肥満症・糖尿病・脂質異常症・高尿酸血症・
心疾患・大腸がん・歯周病など

喫煙 肺扁平上皮がん・慢性気管支炎・肺気腫・
心疾患・歯周病など

飲酒 アルコール性肝疾患など

主な原因 なりやすい疾患



　
「
チ
ー
ム
医
療
」と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　　
病
院
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
（
医
療
専
門
資
格
を
も
つ
職
員
）
が
働
い
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
異
な
る
職
員
た
ち
が
連
携
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
な
技
術
を
生
か
し
、
治
療
や
ケ

ア
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
「
チ
ー
ム
医
療
」
と
い
い

ま
す
。

　
例
え
ば
、
乳
腺
疾
患
を
診
断
す
る
た
め
に
は
、
診

療
放
射
線
技
師
が
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
撮
影
し
、
超

音
波
検
査
士
が
乳
腺
超
音
波
検
査
を
行
い
ま
す
。
異

常
が
見
つ
か
り
、
細
胞
や
組
織
の
検
査
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
、
当
院
で
は
細
胞
検
査
士
が
そ
の
場

で
検
体
を
適
切
に
処
理
し
ま
す
。
診
断
に
関
わ
る
職

種
（
医
師
・
診
療
放
射
線
技
師
・
超
音
波
検
査
士
・

細
胞
検
査
士
）
で
は
、
定
期
的
に
治
療
方
針
を
決
定

す
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
診
断
精
度
向
上
の
た
め
の

症
例
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
症
例
だ
け
で

な
く
、
良
性
疾
患
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
後
は
、
手
術
・
薬
物
治

療
・
放
射
線
治
療
を
組
み
合
わ
せ
た
治
療
を
行
い
ま

す
。
手
術
で
腋わ
き

の
下
の
リ
ン
パ
節
を
と
る
手
術
（
腋え
き

窩か

リ
ン
パ
節せ

っ

郭か
く

清せ
い

）
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
手
術
し
た
側
の
腕
が
挙
が
り
に
く
く
な
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
理
学
療
法
士
が
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま

す
。
薬
物
治
療
に
つ
い
て
は
薬
剤
師
か
ら
薬
の
説
明

が
あ
り
ま
す
。
抗
が
ん
剤
治
療
を
行
う
時
は
、
少
し

で
も
副
作
用
を
軽
く
し
、
そ
の
人
ら
し
い
日
常
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
が
ん
化
学
療
法
認
定
看
護
師
が
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
イ
ラ
ス
ト
に
示
し
た
よ
う
に
、
治
療
の
状
況
に
応

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
が
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
重
要
な
こ
と
は
、
チ
ー
ム
医
療
で
は
、
本
人・

ご
家
族
も
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
診
断
・
治
療
・
療
養
に
関

す
る
質
問
や
悩
み
、
希
望
な
ど
が
あ
れ
ば
メ
デ
ィ
カ

ル
ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

「チーム医療」　
乳腺外科専門部長　藤井　清香

チーム医療＝患者さんとご家族＋医療専門資格をもつ職員たち

あなた
家族

看護師

ソーシャルワーカー

薬剤師

管理栄養士
理学療法士

作業療法士

歯科医

歯科衛生士

超音波検査士 臨床検査技師

細胞検査士

診療放射線技師

担当医
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当
院
は
広
島
県
の
災
害
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
Ｄデ

ィ
ーＭ
マ
ッ
ト

Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
の
豪
雨
災
害
で
は
当
院
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
は
国
、
県
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
出
動
し
、

福
山
・
府
中
・
尾
三
医
療
圏
の
医
療
支
援
活
動
に

従
事
し
ま
し
た
。

○
7
月
6
日
（
金
）

22
時　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
待
機
要
請
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
の

職
員
は
病
院
に
参
集
し
、
出
動
準
備
完
了
後
、
待
機

○
7
月
7
日
（
土
）

3
時　

広
島
市
内
へ
の
出
動
要
請
が
あ
っ
た
が
、

出
発
直
前
、
道
中
の
安
全
確
認
不
能
の
た
め
、
出

発
中
止
の
指
示
を
受
け
、
次
の
指
示
ま
で
待
機
を

継
続

○
7
月
8
日
（
日
）

14
時　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
出
動
要
請
。
参
集
場
所
の
福
山

市
民
病
院
で
福
山
・
府
中
・
尾
三
圏
域
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

活
動
拠
点
本
部
を
立
ち
上
げ
、
本
部
業
務
を
担
当
。

夕
方
ま
で
に
県
外
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
も
参
集

○
７
月
９
日
（
月
）・
10
日
（
火
）

本
部
業
務
を
担
当

10
日
（
火
）
16
時　
拠
点
本
部
解
散
（
正
午
に
患

者
移
送
回
避
の
目
途
が
立
っ
た
た
め
）

17
時　
帰
院
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
終
了

　
福
山
市
民
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
山
口
・
島
根
・
福

岡
か
ら
参
集
し
た
20
隊
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
と
も
に
、

被
災
地
域
の
医
療
機
能
回
復
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
災
害
は
突
然
に
人
々
の
生
活
を
飲
み
込
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
病
院
の
枠
や
地
域
の
枠

を
越
え
、
医
療
に
携
わ
る
人
々
が
チ
ー
ム
を
組
み

「
生
命
」
を
支
え
る
た
め
の
行
動
を
と
る
こ
と
は
、

ご
く
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
が
十
分
機
能
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の

訓
練
と
準
備
、
関
係
者
と
の
協
力
関
係
構
築
が

必
要
不
可
欠
だ
と
改
め
て
感
じ
た
今
回
の
活
動

で
し
た
。

　

平成 30 年 7 月豪雨災害における
当院ＤＭＡＴの活動 DMAT 看護師　河相 • 箱田

福山市民病院内に設置された DMAT 活動拠点本部の様子
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Ａ
Ｓ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
肝
障
害
の
指
標
で
す
。
Ａ
Ｓ
Ｔ

（
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
ア
ミ
ノ
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
）

は
肝
臓
を
は
じ
め
心
臓
や
筋
肉
の
細
胞
に
、Ａ
Ｌ
Ｔ（
ア

ラ
ニ
ン
ア
ミ
ノ
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
）
は
肝
臓
の
細

胞
に
多
く
存
在
す
る
酵
素
で
す
。
こ
の
酵
素
は
タ
ン
パ

ク
質
を
分
解
し
て
ア
ミ
ノ
酸
を
つ
く
り
、
体
の
代
謝
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
が
、
細
胞
が
壊
れ
た
と
き
に
血
液
中
に
流
れ
出

し
数
値
を
高
め
ま
す
。
よ
っ
て
こ
の
値
が
高
い
と
い
う

こ
と
は
肝
機
能
異
常
の
状
態
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
急

性
・
慢
性
肝
炎
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
、
脂
肪
肝
、
肝

硬
変
、
肝
臓
が
ん
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
病
気
を
見
つ
け

る
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

　
γ
―
Ｇ
Ｔ
（
ガ
ン
マ
・
グ
ル
タ
ミ
ー
ル
・
ト
ラ
ン
ス

ペ
プ
チ
タ
ー
ゼ
）
は
肝
臓
排
泄
機
能
の
指
標
で
す
。
こ

ち
ら
も
腎
臓
や
肝
臓
に
多
く
存
在
す
る
酵
素
で
す
。
ア

ル
コ
ー
ル
に
敏
感
に
反
応
す
る
性
質
を
持
っ
て
お
り
、

お
酒
を
飲
み
す
ぎ
る
人
や
脂
肪
分
を
多
く
摂
っ
て
い
る

人
は
、
こ
の
数
値
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
胆
石
な

ど
で
胆
汁
が
流
れ
に
く
く
な
る
と
、
血
液
中
に
γ
―
Ｇ

Ｔ
が
溢
れ
出
て
高
値
と
な
り
ま
す
。

　　　
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
と
尿
酸
は
血
液
中
の
代
謝
物
で
、
腎

機
能
が
低
下
す
る
と
、
尿
か
ら
排
泄
さ
れ
ず
に
血
液
中

の
数
値
が
高
く
な
り
ま
す
。
尿
酸
は
食
事
内
容
や
お
酒

の
飲
み
す
ぎ
な
ど
で
数
値
が
高
く
な
り
ま
す
。
高
い
状

態
を
放
置
し
て
い
る
と
、
結
晶
と
し
て
関
節
に
溜
ま
っ

て
炎
症
を
起
こ
し
、
激
痛
を
伴
う
発
作
（
痛
風
発
作
）

が
起
き
ま
す
。

　
蛋
白
は
通
常
、
尿
中
に
ほ
と
ん
ど
排
出
さ
れ
な
い
た

め
、
尿
蛋
白
が
陽
性
の
場
合
は
腎
臓
の
糸
球
体
や
尿
路

の
障
害
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

　　
脂
質
検
査
に
は
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
あ
り
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の
動
脈
硬
化
性
疾

患
を
見
つ
け
る
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
脂
肪
の
一
種
で
、
細
胞
の
膜
を

構
成
し
た
り
、
胆
汁
酸
や
ホ
ル
モ
ン
を
生
成
す
る
、
体

に
大
切
な
成
分
の
ひ
と
つ
で
す
。
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

と
は
、
血
液
中
に
含
ま
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
総
量

で
す
。

健診結果の見方
〜臨床病理科〜

健
康
診
断
は
生
活
習
慣
病
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
発
見
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
健
診
結
果
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
結
果
の
見
方
や
異
常
値
が
意
味
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

肝
臓
系
検
査
に
つ
い
て

（
Ａ
Ｓ
Ｔ
、Ａ
Ｌ
Ｔ
、γガ

ン
マ

―
Ｇ
Ｔ
）

腎
臓
系
検
査
に
つ
い
て　
　
　

(

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
、尿
酸
、尿
蛋
白)

　
脂
質
系
検
査
に
つ
い
て
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中
性
脂
肪
は
、
食
事
か
ら
摂
取
さ
れ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
使
わ
れ
、
皮
下
脂
肪
や
内
臓
脂
肪
と
し
て
も

貯
蔵
さ
れ
ま
す
。

　
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

肝
臓
か
ら
血
液
中
や
組
織
へ
運
ぶ
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
血
液
中
に
必
要
以
上
に
増
え
す

ぎ
る
と
、
血
管
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
蓄
積
さ
れ
て

内
壁
が
肥
厚
し
、
動
脈
硬
化
を
起
こ
す
危
険
が
あ
る
た

め
、「
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
「
善
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
血
液
中
の
余

分
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
肝
臓
へ
運
び
、
同
時
に
血
管

壁
に
蓄
積
し
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
取
り
除
い
て
動
脈

硬
化
を
防
ぐ
働
き
を
し
ま
す
。

　
中
性
脂
肪
が
多
す
ぎ
る
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
多
す
ぎ
る
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
少
な
す
ぎ

る
場
合
の
い
ず
れ
か
だ
と
脂
質
異
常
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

脂
質
異
常
は
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

よ
り
多
い
、
動
物
性
脂
肪
を
多
く
含
む
食
品
の
食
べ
す

ぎ
、
運
動
不
足
な
ど
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
近
年
、
脂
質
異
常
症
の
新
し
い
指
標
と
し
て
、
ｎ

ノｏ

ｎン

―ー

Ｈエ
イ
チ

Ｄデ
ィ
ー

Ｌエ
ル

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
動
脈
硬
化
学
会
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
ｎ
ｏ
ｎ
―
Ｈ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
血
管
に
悪
さ
を
す
る
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
こ
と
で
、
文
字
通
り
「
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
）
で
は
な
い
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
と

い
う
意
味
で
す
。
ｎ
ｏ
ｎ
―
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
は
計
算
で
数
値
を
出
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
か
ら
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
引
い
た

値
で
、
す
べ
て
の
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
表
し
ま
す
。

　　
血
糖
や
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
、
尿
糖
は
糖
尿
病
を
調
べ
る
検

査
で
す
。
血
糖
値
は
食
事
に
影
響
さ
れ
る
の
で
、
空
腹

時
の
検
査
が
望
ま
し
い
で
す
。
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
は
過
去
１
～
２
ヵ
月
間
の
血

糖
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
食
事
の
影
響
を
受
け

な
い
の
で
い
つ
で
も
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
腎

臓
に
は
糖
を
尿
中
に
漏
れ
出
さ
せ
な
い
仕
組
み
が
あ
り

ま
す
が
、
糖
尿
病
で
血
糖
が
高
く
な
る
と
、
腎
臓
で
の

糖
の
処
理
能
力
が
限
度
を
超
え
て
、
尿
糖
は
陽
性
に
な

り
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
を
参
考
に
健
診
結
果
を
見
直

し
て
、
参
考
基
準
値
と
ご
自
身
の
数
値
を
確
認
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？　
ま
た
、
定
期
的
に
健
康

診
断
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
は
、
前
回
の
検
査
結
果
と

見
比
べ
て
み
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
健
康
診
断
で
要
精
密
検
査
・
要
治
療
と
診
断
さ
れ
た

方
は
、
な
る
べ
く
早
く
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
！　
健
康
診
断
が
日
々
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

糖
代
謝
系
検
査
に
つ
い
て　
　

(

血
糖
、Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
、尿
糖)

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

Ｈ
Ｄ
Ｌ（
善
玉
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

ｎ
ｏ
ｎ‒

Ｈ
Ｄ
Ｌ 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
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　らん
今春、藍綬褒章を受章！

平成30年春の叙勲・褒章に檀浦生日先生が選ばれました。
先生は長年、広島労働局の地方労災医員としても活動されて
おり、その功績が認められ、藍綬褒章を受章されました。

じゅ

　　
当
院
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
室
だ
け
で
な

く
南
４
病
棟
に
も
設
置
し
て
患
者
さ
ま

に
自
由
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
リ
ハ
ビ
リ
以
外
の
時
間
で
も
気
兼
ね

な
く
で
き
て
助
か
る
わ
」「
始
め
は
し

ん
ど
か
っ
た
け
ど
階
段
も
上
が
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」「
息
切
れ
し
て
い

た
け
ど
体
力
が
つ
い
て
息
切
れ
が
な
く

な
っ
た
！
」「
歩
き
始
め
は
膝
が
痛
か
っ

た
け
ど
、
漕
ぎ
だ
し
て
か
ら
膝
の
痛
み

が
減
っ
た
よ
」
な
ど
と
好
評
で
す
。
ま

た
、
20
分
以
上
の
サ
イ
ク
ル
運
動
は
有

酸
素
運
動
と
し
て
脂
肪
燃
焼
効
果
も
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
入
院
中
の
運
動

不
足
の
解
消
に
も
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
寺
若
さ
ま
は
リ
ハ
ビ
リ
を
経
て
、
現

在
で
は
大
好
き
な
ゴ
ル
フ
や
庭
木
の
剪

定
も
再
開
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
回
の
ご
厚
意
に
対
し
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　
清
水
）

　　
福
山
市
の
寺
若
正
廣
さ
ま
よ
り
電
動

サ
イ
ク
ル
マ
シ
ン
・
エ
ス
カ
ル
ゴ
４
台

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
エ
ス
カ
ル
ゴ
は
モ
ー
タ
ー
が
サ
イ
ク

ル
運
動
を
ア
シ
ス
ト
す
る
こ
と
で
気
軽

に
快
適
に
、
継
続
し
た
サ
イ
ク
ル
運
動

が
行
え
る
機
器
で
す
。
ア
シ
ス
ト
機
能

に
よ
り
無
理
な
く
股
関
節
の
運
動
や
膝

の
屈
伸
運
動
が
で
き
る
の
で
、
全
体
的

な
脚
力
強
化
に
効
果
的
で
す
。
ま
た
膝

が
痛
い
方
で
も
少
な
い
負
担
で
大
腰
筋

（
股
関
節
の
前
側
の
筋
肉
）
を
鍛
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
つ
ま
ず
き
や
転
倒

防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

　

寺若さまと本沖理学療法士

エスカルゴを活用したリハビリの様子

モ
ッ
キ
ー
の

モ
ッ
キ
ー
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

新
し
い
リ
ハ
ビ
リ
機
器
が
導
入
さ
れ
ま
し
た

「
エ
ス
カ
ル
ゴ
」

「
エ
ス
カ
ル
ゴ
」

電
動
サ
イ
ク
ル
マ
シ
ン
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　らん
今春、藍綬褒章を受章！

平成30年春の叙勲・褒章に檀浦生日先生が選ばれました。
先生は長年、広島労働局の地方労災医員としても活動されて
おり、その功績が認められ、藍綬褒章を受章されました。

じゅ

生
（
現
副
院
長
）
が
加
わ
り
、
１
９
９
９
年

に
は
年
間
手
術
数
６
百
例
を
超
え
、
さ
ら
に

髙
原
先
生
（
現
整
形
外
科
部
長
）、
加
藤
先

生
（
現
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
部
長
）
が

加
わ
り
、
診
療
領
域
の
拡
大
と
と
も
に
専
門

性
も
よ
り
高
ま
り
ま
し
た
。

　
30
年
間
で
手
術
数
は
９
倍
と
な
り
、
現
在

は
整
形
外
科
医
９
名
で
年
間
１
千
８
百
例
の

手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
檀
浦
先
生
は
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科

の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
福
山
に

は
な
か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
競
技
者
の
傷
害
を
対

象
と
し
た
整
形
外
科
を
開
拓
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

【
当
院
整
形
外
科
の
礎
を
築
く
】

　
檀
浦
先
生
が
当
院
に
赴
任
さ
れ
た
の
は
今

か
ら
34
年
前
。
当
時
は
整
形
外
科
長
の
檀
浦

先
生
と
部
下
の
先
生
の
２
人
で
診
療
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
当
時
の
整
形
外
科
の
手
術
数
は

年
間
２
百
例
ほ
ど
。
そ
の
後
、
関
節
鏡
手
術

の
福
山
で
の
本
格
導
入
を
は
じ
め
、
内
田
先

福
山
製
鉄
所
の
野
球
部
、
競
走
部
の
ス
ポ
ー

ツ
ド
ク
タ
ー
と
し
て
、
全
国
大
会
や
遠
征
に

も
帯
同
す
る
な
ど
選
手
の
活
躍
を
サ
ポ
ー

ト
。広
島
ア
ジ
ア
大
会
で
は
、大
会
ド
ク
タ
ー

を
務
め
、
選
手
の
診
療
の
ほ
か
、
ド
ー
ピ
ン

グ
検
査
も
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
広
島
の
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究
会
や

ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
の
立
ち
上
げ
に
も
参
画
さ

れ
、
県
体
育
協
会
の
医
科
学
委
員
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
、日
本
体
育
協
会（
現
日
本
ス
ポ
ー

ツ
協
会
）
か
ら
も
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
手
術
哲
学
】

　

檀
浦
先
生
の
手
術
哲
学
は
「
出
来
る
だ

け
短
時
日
で
、
し
か
も
出
来
る
だ
け
苦
痛
が

少
な
く
、
患
者
さ
ま
を
元
の
状
態
に
戻
す
こ

と
」。
骨
折
で
い
え
ば
、
骨
折
線
が
見
え
な

い
く
ら
い
正
確
な
手
術
を
目
標
に
さ
れ
て
い

ま
す
。　

　
檀
浦
先
生
が
治
療
し
た
患
者
さ
ま
が
東
京

に
戻
ら
れ
、
大
学
病
院
を
受
診
し
た
際
、
担

当
し
た
著
名
な
大
学
教
授
が
、
手
術
の
出
来

栄
え
に
驚
き
、
先
生
に
称
賛
の
電
話
を
か
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
先
生
の
研
鑽
さ

れ
た
腕
前
の
凄
さ
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

す
。

（
総
務
室　
青
井
）

【
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
整
形
医
学
発
展 

　
　

に
貢
献
】 檀浦先生と褒章・賞状

ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
専
門
部
長

顧
問
・
前
副
院
長

檀だ
ん

浦う
ら

生い
く

日ひ

先
生

スタッフ紹介スタッフ紹介
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読者
コーナー 　

６
月
30
日
に
、
第
52
回
と
な
る
院
内
Ｑ

Ｃ
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

発
表
大
会
は
、
各
部
署
で
日
々
の
業
務
を

振
り
返
り
、
問
題
点
の
洗
い
出
し
を
行
い
、

よ
り
良
い
方
法
が
な
い
か
を
検
討
・
実
行
し

た
活
動
を
発
表
す
る
伝
統
あ
る
大
会
で
す
。

   

今
回
は
部
署
・
職
種
の
垣
根
を
越
え
て

改
善
活
動
を
行
っ
た
チ
ー
ム
も
現
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
新
し
い
試
み
で
あ
り
、
チ
ー

ム
医
療
の
原
点
で
も
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る

活
動
で
し
た
。
８
サ
ー
ク
ル
が
成
果
を
発

表
し
、
金
賞
を
受
賞
し
た
外
来
と
南
５
病

棟
が
11
月
に
開
催
さ
れ
る
医
療
の
改
善
活

動
全
国
大
会
で
発
表
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
日
々
の
業
務
を
淡
々
と
行
う
だ
け
で
は
、

「
も
っ
と
良
く
し
よ
う
・
も
っ
と
良
く
な

る
」
な
ん
て
考
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

＇
最
幸
の
医
療
＇を
提
供
す
る
た
め
に
、
こ

の
活
動
や
発
表
を
通
し
て
「
も
っ
と
良
く

し
よ
う
」を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
「
も
っ
と
良
く
し
よ
う
」
は
、

だ
い
た
い
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
の
「
こ
う

だ
っ
た
ら
良
い
の
に
…
」が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

（
Ｑ
Ｃ
委
員
会　
宇
野
）

　
７
月
14
日
に
、
看
護
部
教
育
委
員
会
主

催
の
「
技
術
デ
モ
ス
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。

新
人
ナ
ー
ス
の
看
護
知
識
と
技
術
の
習
得

を
目
的
に
、毎
年
７
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
す
る
の
は
２
年
目
ナ
ー
ス
で
す
。

写
真
を
見
て
も
分
か
る
と
お
り
、
新
人
も

２
年
目
も
ど
ち
ら
も
真
剣
な
面
持
ち
で
す
。

実
際
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
た
め
好
評
で
、
積
極
的
に

質
問
す
る
姿
や
先
輩
の
言
う
こ
と
を
一
言

も
聞
き
漏
ら
す
ま
い
と
す
る
姿
勢
が
印
象

的
で
し
た
。

　
新
人
ナ
ー
ス
か
ら
は
「
今
後
の
業
務
に

活
か
し
た
い
」「
ポ
イ
ン
ト
が
理
解
で
き
、

わ
か
り
や
す
か
っ
た｣

な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
２
年
目
ナ
ー
ス
も
指
導
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
深
く
技
術
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
に
な
っ
て
10
年
近
く
経
ち
ま

す
が
、
新
人
ナ
ー
ス
と
関
わ
る
た
び
に
初

心
を
忘
れ
ま
い
と
思
う
日
々
で
す
。　

（
看
護
部　
河
﨑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ＩＣＴサークルの発表の様子

気管内挿管の介助練習の様子

第
52
回
院
内
Ｑ
Ｃ
発
表
大
会

看
護
部
技
術
デ
モ
ス
ト

パワーアップ
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読者
コーナー 　　

当
院
で
は
、
患
者
さ
ま
満
足
度
意
識
向

上
と
対
応
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
全

職
員
を
対
象
に
定
期
的
な
接
遇
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
第
１
回
目
の

接
遇
研
修
が
７
月
19
日
に
行
わ
れ
、
約
60

名
の
職
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
継
続
的
に
接
遇
研
修
に
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
三
上
順
子
先
生
を
講
師
に
迎

え
、「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
マ
ナ
ー
の
真

髄
を
知
り
、
安
心
・
信
頼
に
つ
な
が
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
磨
く
」
と
題
し

た
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
半
は
聖
徳
太
子
の
「
和
協
の
精
神
」

か
ら
日
本
人
の
調
和
を
重
ん
じ
る
精
神
に

つ
い
て
学
び
、
患
者
さ
ま
へ
の
接
し
方
の

基
礎
と
な
る
考
え
方
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院
理
念
で
あ
る

「
私
た
ち
は
誠
意
と
思
い
や
り
を
持
ち
、

＇
最
幸
の
医
療
＇を
提
供
し
ま
す
」
を
基
に

職
員
一
人
ひ
と
り
が
目
標
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
、
こ
れ
か
ら
の
対
応
を
あ
ら
た
め

て
見
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
身
だ
し
な
み
、
表
情
、
挨
拶
、

立
ち
居
振
る
舞
い
、
言
葉
遣
い
な
ど
の

基
本
動
作
を
再
度
確
認
し
、
よ
り
相
手

に
伝
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
秘
訣

を
学
び
ま
し
た
。
患
者
さ
ま
へ
の
思
い
を

お
辞
儀
に
込
め
て
行
う
こ
と
を
意
識
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
教
え
て
い
た
だ
き
、

日
々
の
対
応
で
心
が
け
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｃ
Ｓ
部
会　
高
橋
）

◆配合剤とは何を配合しているのだろう？と
思っていました。とてもよく分かりました。

◆両親が還暦をむかえ「がん」等が心配されま
す。「人間ドックの上手な活用について」でが
ん検診をプレゼントしたいと思いました。

◆歯周病の記事が大変参考になります。もう
５年早くこの記事を見ていたら、２本は多く
歯が残せたと思います。

◆年齢とともに違った意味で（横に）成長期
です。食事制限・運動の他に何かあれば教え
てください。

☆編集担当より☆
何もせずじっとしていても必要
なエネルギーである基礎代謝。
これを上げると肥満予防にもな
ります。そのためには、坂道を
歩く、階段を使う、大股で歩く
など大きな筋肉をしっかり使い
ましょう。

読者コーナーではお寄せいただいたご感想・
ご意見を紹介しています。編集の都合上、主
旨を変えず文章に手を入れることがあります。
皆さまのお便りをお待ちしています。 三上先生と真剣に講義を受ける職員

接
遇
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
研
修

14 丘の上の風だより　第64号



編集後記
編集委員が数名入れ替わり、丘の上の風だよりに今までと違った
雰囲気があったり、新しいコーナーもできました。いかがでした
でしょうか？　これからも皆様に役立つ楽しい紙面となるよう
活動していきたいと思います。よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  栄養管理科　Ｏ

丘の上の風だより　第 64 号
発行 / 医療法人社団　日本鋼管福山病院
〒721-0927　広島県福山市大門町津之下1844番地
電話（084）945-3106 ㈹　FAX（084）945-3564　
E メール info@nkfh.or.jp 　ホームページ www.nkfh.or.jp
印刷 / ㈱小山オフセット印刷所 電話（084）922-0280

ご住所　〒

お名前

「丘の上の風だより」のご感想をお聞かせください。

↓（官製はがきに貼ってお使いください）↓

前号（63号）の正解
尺骨④　有頭骨②　大菱形骨①　有鉤骨③　橈骨⑤

応募作品の中から職員投票のうえ、入賞者 10 名様に ｢猫型
こりほぐし こりもむにゃん｣ を差しあげます。
入賞者にプレゼントの発送をもって通
知するほか、丘の上の風だより 65 号（１
月発行予定）にて発表いたします。（雅
号の記載がない方はイニシャルを記載
させていただきます。）
●締　　切　　2018年11月15日必着
●応募方法
回答用紙を切り取り、当院玄関を入って右に設置の「クイズ
応募ボックス」に投函いただくか、ご郵送ください。

健康・病気・病院をテーマにした
川柳を募集します。

注意事項

 ・応募作品はご本人が創作した未発表
　のものに限ります。
 ・雅号（ペンネーム）を記載ください。

川
柳
テ
ー
マ

【 

健
康
・
病
気
・
病
院 

】

雅
号
：

ダ
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エ
ッ
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明
日
か
ら
や
る
と

今
日
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言
う

　
　
　
　
　
保
健
師
Ｚ

〒 721-0927
広島県福山市大門町津之下 1844 番地
　日本鋼管福山病院
　　　丘の上の風だより　クイズ係　行


